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News & Topics in Okayama 　 University岡山大学のニュース＆トピックスおよび最新情報は
岡山大学のホームページからご覧いただけます。

http://www.okayama-u.ac.jp

９
日　

 

教
育
改
善
に
つ
い
て
教
職
員
、
学

生
が
討
議
す
る
本
年
度
の
全
学
教

員
研
修
「
桃
太
郎
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
実
施

　

 15
日　

 
定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 16
日　

 

東
京
で
「
卒
業
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催 

　

 16
日　

 「
本
学
・
フ
エ
大
学
院
特
別
コ
ー

ス
」
第
5
期
生
8
人
の
入
学
式
を

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
大
学
で
挙
行 

　

 26
日　

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

マ
ナ
ド
国
立
大
学

と
大
学
間
交
流
協

定
を
締
結

　

 30
日　

 

平
成
23
年
度
秋
季
学
位
記

授
与
式
を
挙
行

　

 30
日　

 

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
上
原
孝

教
授
が
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
本

年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
の
配
分

審
査
に
お
い
て
「
有
意
義
な
審
査

意
見
を
付
し
た
審
査
委
員
」
と
し

て
表
彰
さ
れ
る

11
日　

 

平
成
23
年
度
秋
季
大
学
院
入
学
式

を
挙
行

　

 22
日　

 「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
2
0
1
1
」
を
開
催

　

 22
日　

 

岡
山
大
学
留
学
生
同
窓
会
設
立
記

念
式
典
お
よ
び
第
１
回
総
会
を
国

際
交
流
会
館
で
開
催

■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
鵜
殿
平
一
郎
教

授
（
免
疫
学
）
と
理
化
学
研
究
所
の
共
同
研
究
チ
ー

ム
は
、
抗
原
提
示
細
胞
の
一
つ
樹
状
細
胞
が
、
抗
原

破
壊
の
役
割
を
持
つ
キ
ラ
ー
T
細
胞
へ
抗
原
を
提

示
す
る
た
め
に
は
、
タ
ン
パ
ク
質
の
折
り
畳
み
を
助

け
る
分
子
シ
ャ
ペ
ロ
ン
「H

sp90

」
が
必
須
で
あ
る

こ
と
と
、
そ
の
仕
組
み
を
分
子
レ
ベ
ル
で
明
ら
か
に

し
た
。「Proceedings of the National Academ

y 
of Sciences of the U

nited States of Am
erica : 

PN
AS

」
電
子
版
に
掲
載
。（
９
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授

（
予
防
歯
科
学
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ラ
ッ
ト
を
使
っ

た
実
験
で
、
か
み
合
わ
せ
の
異
常
が
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
の
原
因
と
い
わ
れ
る
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
を
海

馬
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
証
明
し

た
。
米
・
神
経
科
学
雑
誌
「N

euro M
olecular 

M
edicine

」
に
掲
載
。（
９
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
資
源
植
物
科
学
研
究
所
の
杉
本
学
准
教
授
は
、
急

激
な
温
度
変
化
や
宇
宙
放
射
線
な
ど
過
酷
な
環
境
に

あ
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
船
外
に
13
カ
月
間
保

管
し
た
大
麦
の
種
子
が
発
芽
生
育
し
、
品
質
や
遺
伝

子
な
ど
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宇

宙
で
の
食
料
自
給
の
可
能
性
を
示
す
成
果
。（
９
月
・

定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
野
原
実
教
授
、
工
藤

一
貴
助
教
、
大
学
院
生
の
垣
谷
知
美
さ
ん
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
、
鉄
と
白
金
を
含
む
新
し
い
高
温
超
伝
導

体
を
発
見
し
た
。
超
伝
導
転
移
温
度
は
絶
対
温
度
38

ケ
ル
ビ
ン
（
摂
氏
マ
イ
ナ
ス
２
３
５
度
）
で
、
い

わ
ゆ
る
鉄
系
超
伝
導
体
の
中
で
は
３
番
目
に
高
い
。

「Journal of the Physical Society of Japan

」
に

発
表
。（
９
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
自
然
科
学
研
究
科
の
野
上
保
之
准
教
授
ら

の
グ
ル
ー
プ
は
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
高
速
で
暗
号
化

し
、
暗
号
の
安
全
性
の
強
度
を
自
在
に
変
え
ら
れ
る

高
密
度
集
積
回
路
（
L
S
I
）
を
開
発
。
独
自
に
確

立
し
た
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
（
演
算
式
）
を
活
用
し
た
。

22
日　

 

池
田
家
文
庫
絵
図
展
「
江
戸
時
代

の
巨
大
手
描
き
絵
図
―
国
絵
図
復

元
！
」（
附
属
図
書
館
な
ど
主
催
）

を
岡
山
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（
同
市
北
区
駅
元
町
）
で
開
催

　

 23
日　

 

陸
上
競
技
部
が
第
29
回
全
日
本
大

学
女
子
駅
伝
に
初
出
場

　

 25
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

11
月

６
日 ～２

日　

 「
岡
山
大
学
知
恵
の
見
本
市

2
0
1
1
」
を
創
立
五
十
周
年
記
念

館
で
開
催

　

 ２
日　

 

医
学
部
・
歯
学
部
が
献
体
へ
の
協

力
者
の
法
要
を
挙
行

　

 ３
〜
５ 

日　

岡
山
大
学
祭
（
津
島
祭
）
を

津
島
地
区
で
開
催

　

 ６
日　

 「
岡
山
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
2
0
1
1
」
の
協
賛
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、
創
立
五
十
周
年
記
念
館

で
テ
レ
ビ
番
組
の
公
開
収
録
を
実

施

　

 ７
日　

 

岡
山
大
学
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用

開
始

　

 ９
日　

 

岡
山
大
学
病
院

歯
科
衛
生
士

室
の
三
宅
香

里
さ
ん
が
岡

山
市
西
消
防

署
か
ら
人
命

救
助
の
表
彰

を
受
け
る

　

 10
日　

 

防
災
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

　

 

11
日　

 

第
3
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
女
性
研
究
者
が

活
躍
す
る
大
学
〜

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
強
化
を
目
指

し
て
」
を
岡
山
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
岡
山
市

北
区
駅
元
町
）
で

開
催

　

 14
日　

 

ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
受
賞
者
の
根

岸
英
一
名
誉
博

士
が
学
術
講
演

　

 15
日　

 

本
学
地
域
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
A
G
O
R
A
の

開
所
式
を
挙
行
。
キ
ッ
ク
オ
フ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

　

 17
日　

 

定
例
記
者
発
表
を
開
催

　

 19
日　

 

中
国
・
洛
陽
市
の
河
南
技
科
大
学

と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結

　

 19
・
20 

日　

第
35
回
収
穫
祭
・
農
学
部
フ
ェ

ア
を
開
催

　

 26
〜
28 

日　

鹿
田
祭
を
鹿
田
地
区
で
開
催

５
〜
８ 

日　

大
学
間
協
定
を
結
ぶ
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
の
教
員

ら
が
大
学
院
環
境
学
研
究
科
で
地

質
調
査
技
術
な
ど
を
研
修

　

 ７
日　

 

岡
山
大
学
う
ぇ
る
か
む
デ
ー
を
開
催

　

 ８
日　

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
教
育
青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
省
の
視
察
団
が
教
育
学
部
・
教

育
学
研
究
科
な
ど
を
訪
問

　

 27
日　

 

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
の

鐸
木
道
剛
准
教
授
が
セ
ル
ビ
ア
共

和
国
か
ら
「
セ
ル
ビ
ア
国
旗
勲
章

第
三
等
級
章
」
を
受
け
る

　

 30
日　

 

津
島
地
区
総
合
防
災
訓
練
（
地
震

訓
練
及
び
防
火
訓
練
）
を
実
施

情
報
デ
ー
タ
の
暗
号
化

や
認
証
処
理
の
高
速
化

が
可
能
で
、
小
型
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）

へ
の
搭
載
が
期
待
さ
れ

る
。（
10
月
・
定
例
記
者

発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
の
森
田
学
教
授
の

グ
ル
ー
プ
は
、
口
臭
の
原
因
で
あ
る
硫
化
水
素
が
歯

を
支
え
る
骨
（
歯
槽
骨
）
を
溶
か
す
口
腔
細
菌
由
来

の
毒
素
に
作
用
し
、
そ
の
働
き
を
相
加
的
に
増
強
す

る
こ
と
を
世
界
で
初
め
て
証
明
し
た
。
米
・
歯
周
病

専
門
雑
誌
「Journal of Periodontology

」
電
子

版
に
掲
載
。（
10
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
病
院
薬
剤
部
長
の
千
堂
年
昭
教
授
の
研
究
グ

ル
ー
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
に
充
填
さ
れ
た
注

射
薬
の
中
に
重
合
開
始
剤
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
を

世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。
ま
た
重
合
開
始
剤
が

健
常
な
成
人
の
リ
ン
パ
球
を
死
滅
さ
せ
る
こ
と
を

「Biological & Pharm
aceutical Bulletin

」
電
子

版
に
発
表
し
た
。（
11
月
・
臨
時
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
（
薬
）
の
三
好
伸

一
教
授
ら
は
本
学
イ
ン
ド
感
染
症
共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
、
イ
ン
ド
国
立
コ
レ
ラ
お
よ
び
腸
管
感
染
症
研

究
所
な
ど
と
共
同
で
コ
ル
カ
タ
市
の
１
〜
５
歳
児
約

４
０
０
０
人
を
対
象
に
、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
と
し

て
の
乳
酸
菌
飲
料
の
下
痢
症
予
防
効
果
に
つ
い
て
調

査
。
計
24
週
間
の
健
康
観
察
で
、
乳
酸
菌
飲
料
を
摂

取
し
た
場
合
、
下
痢
の
発
症
率
が
14
％
抑
え
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。（
11
月
・
定
例
記
者
発
表
）

　

 ■
大
学
院
環
境
学
研
究
科
の
高
口
豊
准
教
授
ら
の
グ

ル
ー
プ
は
独
自
開
発
し
た
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー
ブ

光
触
媒
を
用
い
、
可
視
光
に
よ

る
水
の
光
分
解
で
世
界
最
高
の

水
素
発
生
効
率
（
31
％
）
を
達

成
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ナ
ノ
チ
ュ
ー

ブ
の
工
業
利
用
と
水
素
製
造
の

実
用
化
研
究
に
弾
み
が
付
く
と

期
待
さ
れ
る
。「Advanced 

M
aterials

」
に
掲
載
。（
11
月
・

定
例
記
者
発
表
）


